

































































































動詞 動詞 動詞ト トヲ ヲ
猫 (190&-6) -1 31ー 21 21 35 31 17 1 1 'i1l 9 1-/18 1 131ぬ
坊ちゃん (1鋭蝿) 1 1 1 1 6 11-/3 1 111 1 
虞美人草 (1907) -1 10 24 1 6 1 1 52 11-17 ー /ー12
ニ四郎 (1割渇) 6 2 9 2 1 ~ 1 41 31-/1 -12110 
それから (1筑蹄) ー 1メ 1 9 I 13 4 4 -1 19 /ー3 119 
門 (1910) 6 2 7 -1 17 ー /2 -111 9 
行人 (1912-3) 31 18 15 2 -1 37 21-/4 一 ν25
心 (1914) 1 61 10 4 2 -1 7 31-17 ー /ー18
道草 (1915) -1 10 11 2 6 31 25 1 1-/ 1 一ー110




形式 アタフ コに ル














ト トヲ ヲ 動詞
猫 (190&-6) 1 2 -1131ー 29 47 57 11 13 31 61 38 /ー24 6 1 6/24 
(手紙) 1 -1 -/1 
坊ちゃん (1鎖措) -1 1 81 27 1 1 12 31 50 21 -/4 2 1 -/11 
(手紙) 一/1
虞美人草 (1907) 1 ーー.(2 91 21 32 1 8 7 1 40 171 1/12 1 1 3/15 
二四郎 (1卯8) -1 1 191 17 19 1 1 81 50 33 1 1/4 1 1 -/19 
それから (1割滞) 51 53 38 16 2 6 61 59 22 /ー9 5 1 3し'2
門 (1910) -1 JI- 26 28 別 3 2 41 44 3014/5 3 1 6/15 
行人 (1912-3) 2 1 41ー 33 26 15 2 21 11 44 25 1111 7 9 1 422
(手紙) -1 1/- 51 10 8 7 3 1 1 9 41 -/6 2123 
'L (1914) 61 21 6 2 2 61 21 10 1 211 4 1 5/17 
(手紙) -1 14 48 9 5 51 54 28 1 1/7 4 1 2127 
道草 (1915) -1 28 53 11 6 21 19 471 18 6/3 1 1 31幻
明暗 (1916) -117/ー 35 131 251 11 61 16 108 28 鑓11 8 112153 
(手紙) 3 .ー;1 
講演1 (1卯7-8) /1 70 94 491 1 12 1 1 45 34 110124 5 111/40 
講演2 (1911) 1 1 -1 28 24 28 1 11 8 -1 35 1313/6 -1 4/15 
日記 (1筑舟ー 1) 1 5 1 1 1ー 10 1 19 8 5 1 1 3 21 21 4 1 1 -124 
文事評論 (1田9) ー 16 1 4 1 5/- 110 107 791 17 21 51 106 83 115125 6 16/47 
文事論 (1907) 37 11羽 46 23 34/84 3舗 l 1 1 1 41 -/1 1 1131 3 
(連体アタフ/エルの左の数字はセザルアタハズ/セザルヲエナイの用例数、助動詞レル・ラレルの左の数字は白
発・受身にも解釈できる用例の数。右はも‘ずれも可能の用例数。心中思惟を含む)





























































































可能動調 49 (59.0%) 148 (68.5%) 
助動詞レル 31 (37.3%) 38 (17.6%) 
スルコトガデキル 3 ( 3.6%) 13 ( 6.0%) 


























































































1) 渋谷 (1993:S 6)の分析を一部補完、一部修正するものでもある。
2) 激石が用いる可能形式の聞に意味の遠いがないことについては、次のよう
なセットが多く拾えることからわかる。
o a 自分が養成する君子が道主主ム矯に、わざわざ職人を入れて
[四つ日垣を]結ひ綴させたのである(猫下45下)
b 成程いくら風通しがよく出来て居ても、人間には遭主さうに
ない(同)
c 四つ目垣の穴を潜り得る事は、如何なる小僧と錐到底品韮ゑ
気遣はないから(猫下46上，ただし得ルは余剰的)
3) 以下、講演は、文義の哲撃的基礎・創作家の態度(以上講演 1)、道楽と
職業・現代日本の開化・中味と形式・文婁と道徳(以上講演 2) ;日記は、
1909.3.2-8.28、9.1-10.17、1910.6.6-7.31、1910.8.6-1911.1.21を使用した。用
例採集にあたっては、引用部や『文筆評論』の翻訳の部など、 j軟石自身のこ
激石のスタイルシフト 15 
とばでないと思われる箇所は除外した。
4) 助詞ガの部分は、ハをはじめ、さまざまに変わりうる。
5) 斎藤(1998)によれば、連用アタフの成立は近代のことである。
6) その他、デキ(ウ)ル(コト/モノ)ナラ(パ) ・デキ(ウ)ルカギリ・デキウベ
クンパや、(始末に)負へナイ、ヤリ切レナイなども、固定化形式として除
外した。また、ナル系形式は生産性がないために、話セル・侍メル・讃メル
などのうち評価用法で使われたものはスルコトガデキルで言い換えられない
ために(渋谷1993: 21-2)、アタフ・エルの単独使用は数が少ないために、
それぞれ除外した。逆に感ジ昼之とナイ(そ 138上)のような二重可能形式
は、エル・ラレルそれぞれの例とした。
7) 思考動詞としたものは次の通り。怪ム・疑フ・驚ク・思ヒ合ス・恩ヒ出
ス・恩ヒヤル・思フ・偲プ;案ズル・感ズル・察スル・存ズル。
8) デキルのうち「他jを除外したのは、これが、テキストのなかで、 次の
ように代動詩的に使われている例があるためである。
0 貸方共に相手を説き伏せてやらう杯と云ふ考は丸でなかった。又や
ったって血塞ゑものではない(評1却下)
9) 採集の対象には含めなかったが、『文拳評論』と『文事論』に、連用エル
が動詞以外に後接したものがある。
o JE盤的内容たり得べき一切のもの(文79上)
これは、小説等の連用エルと学術研究書の連用エルの質的な相遣を示す似肋、
もしれない。今後、個々の用例の吟昧が必要なところである。
10) 激石が二種類のスタイルを区別していたことは、『文拳論』の本文で唯一
デキルを用いた箇所が、わかりやすく言い換えた部分であることからも推測
できる(他は序文に 1例)。
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